
2007 年度 

 

科目名 
 

歴史地理学A 

対象学科・学年 
  文学部日文3回生  
 文学部英米3回生  
 文学部文財3回生  
 人間人社3回生 
  

担当者 
 

竹谷 俊夫 

授業テーマ 
 邪馬台国を考える 
授業の概要と目標 
 『三国志』魏書の魏志倭人伝を読み進め、邪馬台国大和説を講義するとともに、洛陽から帯方郡をへて大和に至る交通路につ

いて考えてみる。 

評価方法 
 試験(80％)と出席(20％)をもって行う。 

テキスト 
 プリントを配布する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
『魏志倭人伝の考古学』(岩波現代文庫 学術106) 

『東アジア民族史』1 正史東夷伝(東洋文庫264) 

 

著者 
佐原真/著 

井上秀雄ほか/訳註 

   

出版社 
岩波書店 
平凡社 

   
授業スケジュール・内容 

  
1.  魏志倭人伝を読む(1) 

 

2. 魏志倭人伝を読む(2) 

 

3. 魏志倭人伝を読む(3) 

 

4. 魏志倭人伝を読む(4) 

 

5. 魏志倭人伝を読む(5) 

 

6. 魏志倭人伝を読む(6) 

 

7.  魏志倭人伝を読む(7) 

 

8.  洛陽と帯方郡―帯方郡はどこか― 

 

9.  馬韓と弁韓と辰韓―朝鮮半島の状況― 

 

10. 東大寺山古墳と中平銘大刀―卑弥呼がもらった金象嵌大刀か― 

 

11. 黒塚古墳―33面の三角縁神獣鏡と1面の画文帯神獣鏡― 

 

12. 天神山古墳と崇神陵古墳と櫛山古墳―天神山古墳からも大量の舶載鏡が出土― 

 

13. 箸墓古墳とその周辺―卑弥呼の墓か― 

 

14. 邪馬台国は大和だ―纏向遺跡は邪馬台国の首都か― 

 

15. 試験 

 

 


